
1. はじめに

パフ。アニューギ、ニアの木材

および木材事情

須藤彰司

現在 (1984年の統計によると)1)パプアニューギニアでは 1，500万haの森林が

開発可能とされている。このため同国政府はこれを適正に管理することが出来れば，

更新可能な森林として保持することが出来ると考えている。東南アジアの国々で丸太

輸出が禁止とな ってきている中で，同国が，現在でも東南アジアに比較すると量は少

ないが丸太輸出に積極的である理由はこのことがあるからであろう。

わが国の市場でパプアニューギニア (以下 PNG)産の木材が，メランチなどフタ

パガキ科を中心とした東南アジアからの木材に比較して， 一般的に低く評価されてい

ることの最も大きい理由は，樹種の数が多く， しかも，単一の樹種あるいは類似の材

質をもっ樹種のグループが大量に得られないことであろう。とくに，合板工業に必要

なメランチ類のように均質な丸太を大量に生産することが出来ないことが， PNG材

に対する現在までの評価を決定付けたものといってよいだろう。

一方で，将来，熱帯産広葉樹の丸太の輸出は，産地国における林業政策による抑制

あるいは資源量の減少によって，多くは期待出来なくなって来ている。したがって，

大量ではなく，かっ樹種が多様であるという問題点はあっても， PNG材は今後数少

ない熱帯産広葉樹材として市場での重要性を増すことであろう。

ここでは，同国を訪ねた際の印象を中心として木材事情を述べてみたいと思う。

2. PNG材の樹種機成

生産される丸太は日本をはじめとして韓国，オーストラリア，ニュージーランドな

どに輸出されているが，その中で圧倒的に量の多いのは日本である。したがって日本

に輸入される樹種をみると，同国の天然林における市場材になり得る大きさに達する

樹種の構成がどのようなものであるかがほぼ理解出来る。

わが国では，丸太の輸入に際して，第3者機関である検数機関が材積の検査ととも

に樹種仕分けを行っており，その資料をみると，輸入材の樹種，材積，丸太本数など

の全体像が浮び上ってくる。表 1にはその内の一つ，全日本検数協会の 61年度に行
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表-1 輸入 PNG丸太の樹種構成

樹 種 本数 樹 種 本数

Pometiα 13，409 Nαucleα 64 

pHACddnortGosnpqodpEhLEytttueUJrrI7YLα 1 1 Lm 

6，085 
JSTMpoyoornrllsdG tziαcs α 

53 
3，356 52 
1，710 48 
1. 678 Schima 47 

Dilleniα 1，657 AtgyyflαeLp G 40 
Celtis 1，551 Elmerrilliα 39 
Terminaliα 1，467 Mιcheliα 37 

SSychzyizgozmum erzα 
1. 463 SαntLnα 32 
1，215 Xαnthophyllum 32 

Cαnαnum 1，179 Gmelinα 31 
Endospermum 1. 044 lrvi 30 
PteroLcchyomn bzum 796 CGrtnαgllLzG α 28 
Planchonellα 766 Euodια 28 
Octomeles 765 PαJαr凡αcrhtooc凡αerJ1l3αus 28 
Burckellα 589 Planchonella (red) 28 
Pterocαrpus 577 Tetrαmeles 28 

HPαoprLenα αri CMαrαnthes) 
530 Gαstoniα 25 
479 Vαticα 22 

Neonaucleα 477 Gonystylus 19 
Antflocfleup: hαlus 416 N eoscortechiniα 18 
Ailαntnus 374 K oordersiodendron 13 
BuchαnαnLα 366 Kingιodendron 12 
Trichαdeniα 365 Vitex 11 
Dracontomelon 356 PCteerrbyegrα ota 9 
Cαnαrium Cred) 354 8 
Sterculia 307 Alphonseα 7 

DInytsSi0α xylum 294 SterculiαChard) 7 
293 AcfhαrnyιSthopαhrα yllum 4 

Mαstιxiodendron 280 4 
Ficus 263 Combretocαrpus 3 
Litseα 221 

PSDTαeozpotdrsioαpucmm yαrrepons uss tα 

2 
Amoorα 220 2 
Sloαneα 214 2 
Alstoniα 200 2 
GαrCLnLα 200 

EFkuαoggoer r ntα 
l 

TerminaliαcαlαmαmαnaL 195 αea 1 
Chisocheton 193 不斤1明PαSSLα 1 
Cinnαmomum 192 5，101 
Pimelodendron 175 

ACαJbmtzpirα LOspermα 164 
159 

自十 54，018 

ACrrzytpu tocαryα 138 
zαns 129 
TαrrietiαCHeritierα) 129 
Flindersiα 115 
Ilex 113 
Hernαndiα 112 

111 
109 

EL EDMAGEbIaocYa叫apctSnlemhz0qogotco2pyocLchpyfωhdpemetyarrt utpp“ lEam et出hs tuduFrzin we (a z yellow) 
88 
85 
83 
77 
77 

Beilschmiediα 70 
Artocαrpus 69 
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表-2 樹種別の

樹 種
ふ&ん

てF 名
1 I 2 I 3 

アルストニア
アンチアリス
アンベロイ
エリマ
アJレトカ jレフ。ス

スポンジアス

" 
ステルクリア
エボジア
ホワイ卜 シリス
ニューギニアパスウッド
マソイア
ラブラ
ノfラJレトカノレフ。ス
フロランチョネラ
ダイゾックス
クワンドン
リツェア
ライトセノレチス
ピメロテ‘ンドロン
ハードセノレチス
レッドブラウンターミナ リア

H 

カロフィノレム
スロア不ア
ノfラキュウム
カメレレ

" 
〆r

ノfシフィックメイフ。ノレ

カナリウム
ニューギニアウオールナット
タウン

" 
イエローターミナリア
ウォーターガム
ブラックビーン
ガ「ラムート
ニューギニアロ ーズウッド
イエローノ、ードウッド
ランラン
クウィラ
カンジス
アク。ライア
マラス
ブスプラム

Alstonia 
Antiαns 
Pterocymbium 
Octomeles 
Artocαrpus 
Spondiαs 

Sterculiα 
Euodiα 
Ailαnthus 
Endospermum 
Cryptocαyッα
Anthocephalus 
Pαrαrtocαrpus 
Planchonellα 
Dysoxylum 
Elαeocαrpus 
Litseα 
Celtis Clight) 
Pimelodendron 
Celtis (hard) 
TerminaliαCred brown) 

Calophyllum 
Sloαneα 
Palαquwm 
Eucαlyptus 

Amoorα 
Cαnαnum 
Dracontomelon 
Pometiα 

Terminaliα(yellow) 
Syzygium 
じαstαnospermμm
Pometiα 
Pterocαrpus 
Neonαuclea 
Burckellα 
Intsια 
GαrCLnLα 
Aglαzα 
Homalium 
Mαrαnthes 

O 

0
0
0
0
0
0
 

O 
O 

0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
 

注)用途 1.土木 ・建設用材 2.重構造材， 3 軽構造材 4 建築下地材， 5.建築内

11.一般合板用表裏板 12 一般合般用心板 13.化粧単板

0:適材 :欠損リ条件があり判定保留 ム 加工条件によっては不適

総合評価 。Iが最も高く， vが最も低い
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用途適性

用途(項目番号)
総合評価

4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 I 10 I 11 I 12 I 13 

O O V 
V 

O O O 
W 

O O O E 
町
V 

O E 
町
W 
百

g g 
O O O O O O E 

O 
O O O O O 血

O O O O 
E 
m 

O 町

O O O 国

O 皿

8 8 
O O 皿

O O O 
E 

O O 
E 
E 

O IV 

8 8 
O O E 

皿

O O O O E 
E 

O O O m 
O E 

O E 

O O O 
H 

O O E 
O O O O H 

O O O 
O 皿

ム ム ム E 
ム O E 

W 
O H 

O O O O O O E 
O 皿
O H 

O W 

O O O O 
皿

O 皿
IV 

装材. 6.デッキ用材. 7 梱包用材. 8.家具建具材. 9.心材. 10 耐力会板用単板
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った調査のうち 20数%の丸太の本数の内訳を示したものである。識別が100%正確

とは言えないので，ここに示された樹穫の比率が全く 正確とは言えないまでも，ほぼ

同国における市場材樹種の構成割合を示す資料と言えよう。これによると，最も多い

Pometiα(タウン)でも 25%弱で，それに次く Palαquium(ニヤト ー類〉はすで

にその 50%と急減している。

日本に輸入される南洋材および PNG材，その他を含む熱帯材をみるとメランチ

類のみで総材積の 63%となり，その他のフタパガキ科を加えると 82.1%となり5)

いかにフタパガキ科が多いかが判る。この表からみると PNGではフタパガキ科と

しては Anisopterα(メルサワ)が4番目に現われるが，本数ではわずかに 3%とな

り，それに次ぐ Hopeα(ホペア〕は18番目で，いかに同科の樹種が少ないかが判

る。さらにこの表に載っている樹種数(属の数といってよいが)は 50を越えており，

全材積17万 m3から考えていかに多いかが半IJる。

PNG政府の発表Dによると木材を生産する樹種は400に及び，その内の 40種は

すでに輸出されており，それに加えて，さらに 100種位は輸出可能としている。

かつて林業試験場で， PNG産の主要な木材を取上げてその材質および加工性につ

表-3 丸太震低輸出価格 U8 $/m3 

グール- ー~一プ一 丸 ー太-ーのー品一 等*
8pecial Prime 
peeler (pSeP eler 
8PP) I) 

クA フ'ラックビーン 169.50 169.50 
Jレ ローズ7ウッ ド 146.90 146.90 

プ ニューギニア ・ローズウッド 70.06 70.06 

ペンシJレシーダー 70.06 70.06 
l 
フ。ランチョネラ 67.80 67.80 

アグラ イア，アムーラ 68.87 65.88 

ワウピーチ，レッドシーター

グ マングローブシーダー，シノレクウッ ド
ノレ
ラフーラ ，ノミスウ ッド

ブ メノレサワ

2 カメレレ，カナリュウム類

ノぜーケラ，キャンプノスペJレマ

タウン，クウィラ ，カロ フィ Jレム

ターミナリア類

グJレーフ。 グループ1および2Iζ含まれない
55.88 53.45 

3 全ての樹種

クJレーフ。
全て製材可能な低質材 (88.4)，短材 (88.5)，チッ プ用丸太 (8C): 

4 

全ての針葉樹，エボニー，コーディア，パノレサの丸太は輸出禁止
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いて調査を行ったが，それらを取まとめて一覧表としたのが表-23)で，主な樹種およ

びその加工性が取まとめである。

表 3には輸出丸太の最低価格が示されている。丸太の輸出が増加し，各樹種がそ

れぞれ市場で認められていくにしたがって，この表のグループ分けに，かつての価格

表と比較すると内容に変化がみられるのも当然のことだろう。

3. 木材工業

1983年には輸出林産物の総額は5，500万キナに達し，伐採権による政府収入は460万

キナになっている。したがって PNGにおいては，経済的にも，また雇用の源とし

ても木材工業に対する期待は大きく，さらに政府の収入および外貨源としても役割は

重い(表 4)。ちなみに，木材工業の輸出による収入は総額の約 12%となっている。

同国には製材工場が59(写真ー1)，合板工場がlつ，単板工場は2つ(最近1つは

閉鎖)ある。また木材加工業は 130の工場(製材，建具，家具工場)から成立ってお

り，約4，000人が雇用され，給料として 500万キナが支払われている。

開発途上国ではしばしば問題になることであるが，適当な木材製品がないために，

(フレレトン法による) (サンダルウッ ドは除く)

8tandard Prime 8tandard Low 
peeler sawlog saw log sawlog 
(8P. 2) (88. 1) (88. 2) (88. 3) 

169.50 169.50 54.24 49.72 

146.90 135.90 54.24 49.72 

70.06 70.06 54.24 49.72 

70.06 70.06 54.24 49.72 

67.80 67.80 54.24 49.72 

62.88 59.89 50.91 47.91 

51. 02 48.59 41. 30 38.87 

申請による

. : ( )内はそれぞれの等級の略
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木材製品を海外から輸入している。 PNGもその例にもれず，かなりな量が輸入され

て来ており，外貨事情に少なからず影響を与えている。しかし，最近では，木材製品

が園内に出廻るようになり， 1981年には約 10万m3の製材，約 900m3の合板が用

いられているとのことである。

4. 林産業審議会 (ForestIndustries Council : FIC) 

PNGの木材の販売促進を強化する団体として林産業審議会がある。これは法令に
基つ、き，業界の資金によ って設けられたもので，政府からの 3人と業界からの 7人と

から成立っており，教育訓練，運送，技術および情報のサービス，マーケットリサー

チにわたる広い範囲の活動を行うことを目的としている。

主な業務内容は，林産業の発展のために政策なとーについて論議する際の政府との聞

の橋渡し役，輸出および園内利用のための販売促進，製品の品質向上，そして品等格

付けの国際水準への引き上げ，信

頼性のある製品および販売方法の

調査などがある。マレーシアの規

格による品等格付けおよび検査業

務を無料で行うとのことで，審議

会ではそのための検査員を常駐さ

せている。このことは，同国の業

界が木材の品質向上になみなみな

らない努力をしようとしている現

われといえる。

写真-1 地方によく見る製材工場

またこの審議会はシアルパの正

会員とな っており， PNGのシア

表一4 林産物の輸出

量 金 額 比 率
ロロロ 名 (1，000 m 3) (1，000キナ)

1983 (1982) 1983 (1982) 1983 (1982) 

丸 太 1019.2 (1063.3) 44055.7 (49576.2) 79.1 ( 79.3) 

チ "; ブ 154.4 (148.4) 5922.5 (5674.9) 10.6 ( 9.1) 

製 材 20. 1 ( 21. 2) 3161.2 (3513.8) 5.7 ( 5.6) 

辺Eコ、 板 5.5 ( 6.3) 2464.2 (2887.8) 4.4 ( 4.6) 

サンタツレウッド 0.1 ( - ) 45.6 ( 12.9) 0.1 ( 一 )

ベニヤのフリッチ (ー) 31. 7 ( 2.8) 0.1 ( 一 )

害リ 箸 0.1 ( 3.3) 17.0 ( 862.2) ( 1. 4) 

総 言十 1199.4 (1245.5) 55697.9 (62530.6) 100.0 (100.0) 

注) 1キナ=US $ 1. 08， Aus $ 1. 29 (17/8/84) 
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ルパ事務局を兼ねている。かつてシアルパの未利用樹種委員会の会合が東京でジェ ト

ロの招待により行われたことがあるが，その際には PNGの委員が，他のシアルパ

の会員をリードして発言 していたのが目立っていた。 7，8年前には，この審議会が

主になって， PNG材の販売促進セミナーを日本の各都市で聞き，大車輪の奮斗をし

ていたのが印象に残っている。

しかし，一方で，当時審議会のために大きな役割をはたして来ていた何人かの外国

人がすでに審議会を去ってしまっており，最近では，かつてのよ うな形での日本向け

の働きかけはされていないようである。

5. 林産研究センター

PNGを訪れたことのある方々には，思11染のある名前をもっこの研究所 (Forest

Products R巴searchCentre)は，同国の独立以前， 1965年に設立されている。私

どもが最初に同所を訪れた 1975年には，問所には4-5人のオーストラリア人が勤務

していて所内もかなり活気があったように感じられた。その後，何回か訪問している

聞にその数が少なくなり，現在では外国人はガーナ人の所長代理がいるのみとなって

いる。最初の訪問時に比較して，設備も少なくなっているし.所員もどうも活気がな

いように見える。とくに， 日本にも何回か来て，われわれと馴染深かった EDDOWES氏

がいな くなり，来訪しでも，かつてのような親しい感じを受けなくなったのではない

だろうか。

現在，同研究所には研究員6人および助手7人総計13人が勤務しているO 研究室

は防腐，組織， 化学，特殊林産があるが，この他，構造性能および加工の研究室を増

設することを考慮している。

最初に訪ねた時には， 屋外実験棟があり，そ

こで働いていた所員もかなり多数のように記憶

している。前々回には，その屋外実験棟が全て

企業に売却されていたのには驚かされたが，さ

らに，前回にはその企業が経営不振で，撤収す

ることになっていたのには，またまた驚かされ

た。いずれにしても， 10年以上前に比較して

かなり縮小されていることは確かである。現在

の所長代理はガーナ人の Dr.O. A. AMOAKO 

である (つい最近 PNG人のC.KONABE氏に

なっている)。

6. PNG木材事情のいくつか

カメレレ :いうまでもないが Eucαlyptus 写真ー2 カメレレ造林木，ケラ

degluptαで，ユーカリ の一種である。オース ノて yト

トラリア以外に分布する珍ら しいユーカリとい
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写真-3 カメレレ天然木，心腐れが著しい

える。東南アジアをはじめパプア

ニューギニア， フィジーなどに植

栽されており，ニュープリテン島

には，すでに1， 700 haを越える

造林地がある。筆者がはじめてカ

メレレの造林木を見たのは，ニュ

ーブリテン島北部にある Keravat

の試験地で，当時確か 18年生の

ものが胸高直径で 80cmにもな

っていたのに驚かされたものであ

る。しかし，よく注意すると，同

時期に績えられたものでも，それ

程大きくなっていないものが少なからずあった(写真一2)。その後フィジーなどでカ

メレレの林を見ると同じように成長のよいもの悪いもののあるのが自についた。した

がってこの現象は現在のカメレレの造林木にはかなり一般的といってよいだろう。こ

の原因の究明，解決方法など残された問題であろう。また幹に凹凸が出易いことも，

利用を考えた場合には注意すべき点であろう。

最近のニューブリテン島の伐採地でカメレレの天然木の丸太を見ると心材の腐朽の

進んだものがかなり多かった (写真一3)。日本に送られてくる丸太を見ると，選別に

よって欠点を含まないものばかりになっているせいか，あまり心材腐朽に注意してい

なかったため，一寸した驚きになった。林業試験場で試験したカメレレの天然木には，

気付く程の心ヰオ腐朽はほとんどなかった。生育地の違いによるのか，樹齢によるのか，

あるいはその他の因子があるのだろうか。同じように試験した 18年生の人工林材で

も，若干の変色は見られたが，明らかな心材腐朽は認められなかった。林業試験場で

行った試験の結果，カメレレの造林木からは，強度はやや劣るが，合板の製造が可能

なことが明らかになっており，当初多分ノマルプ用材を目標として計画された造林では

あるが，用途がさらに有利なものになることにより人工造林への展望が拡大して来た

といえる。

タウン PNGからの輸入丸太の一位を占めており，日本においても， PNG材の

うちで，最も魅力的で，知名度が高いものであろう。かつて，そろそろタウンが日本

圏内で名前が知られるようになった頃， 今にして思えば随分と滑稽なこともあったよ

うに思う。ご存知の方も多いと恩うが， タウンの類の学名として Pometiαpinnαta，

P. tomentosα， P. coriaceαがあり 3種あるとされていた。現在 P.pinnαtα が全

てに使われているが，当時「当社の丸太は Aであるから Bより材質的に優れてい

る云々」など，上述のことを利用してコマーシャルを行った智恵者がいた。そのこと

に困惑した購入者もおられたようである。現在では学名が一つになったということよ

りも，取扱う人々がこの木材に馴れて来て，怪情報に動くことがなくな ったのだろう

と思う。 こういう話は最近聞かなくなった。
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割箸 :PNG産の害IJ箸が東京辺

でも売られていたことがあったよ

うである。というのも筆者は随分

注意していたが，実際に使ったこ

とがなかったからである。どうい

う事情があったか判らないが，同

国のラエにある工場でメルサワ

( Anisopterα)の単板を最IJき，

車で 2-3時聞かかる高地のブロ

ロへ運び，そこにある工場で剥い

た表板用のアロウカリアの単板と

組んで合板を作っていた。主にオ

ーストラリアに輸出され，安定し

た操業がされていたと聞いていた。

アロウカリアの単板を剥いた後，

むき心を小形のロータリーレース

で剥いて，割箸を作っていたので

ある。丸太の有効利用としては，

なかなか良い着眼点であったのだ

ろう。

最近になって害IJ箸は生産されな

くなったとのことである。どうも

上述した工場が最近経営不振で，

写真一4 国会議事堂，正面の壁の画がノfフ。ア
ニューギニアを象徴している

写真一5 プレハブの展示

ラエの工場を閉鎖して， ブロロの工場に統合しているようである。そのことが直接関

係があるかどうか，害IJ箸のような日本的なものが遠い PNG産というのも妙なもの

であったが，その他にも同じようなものが多L、から，これだけを気にする必要もない

ようだ。

国会議事堂 ・木材の話に何故国会議事堂(写真一4)が出てくるか，訪かられるかも

知れないが，大変関係がある。国会議事堂の構造は集成材で出来ているのである。外

観からは一寸うかがい難いのは残念である。実は内部の見学は出来たのであるが，カ

メラは玄関で預りということで内部をお見せ出来ない。材料は KoompαSSLαとのこ

とである。かなり，はりせいは高いもので，主会議室の天井を支えている様子はなか

なか立派なものである。また議長の椅子も立派で，樹種は Intsiαを用い，脚はlOcm

角もあるようである。議事が混乱して，椅子を振り上げたくなっても， -，j使えそう
もな L、。議員の椅子は多分 cαstαηopsιsだと思うが， これもムクの立派なもので

ある。傍聴席の椅子も立派な木製である。堂内の内装，調度品も全て木製で，議事堂

の中に入った時の一種独特の雰囲気は，最近余り感じられなくなったものである。

プレハブ :かつて PNGの木材販売促進のチームが来て，われわれに配布した資
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料の中にプレハフ"のパンフレッ卜

があり，数社が手がけていること

が判った。いかにも熱帯での生活

様式をもとにしたような構造に見

えるものであった。たまたま，あ

る木材会社の構内にプレハブが l

軒(写真-5)展示しであるのを見

て，やっと実物をゆっくり見るこ

とが出来， PNGのプレハブが実

感となったわけである。これを見

写真-6 ラ干植物園の正面，この背景に植物園 てから，かなり注意して見ている
が広がっている

のであるが，どうも街中では見当

らない。聞く処によると，大都市は想像以上の住宅難で，賃貸住宅など日本の大都市

なみの高さだそうである。住宅を建てるための資金がないためなのだろうか，住宅を

作って売るあるいはそれを買うことも PNGではなかなか難しいことのようである。

7. ラエ植物園

PNGには知る限りではポートモレスビーとラエ (写真一6)に植物園がある。この

国の経済状態などから考えると，非常によく管理されているといえる。訪問する度に

忙しい日程のためゆっくりと中を廻ることが出来ず，植物園を堪能することが出来ず

残念に思っている。

最初にラエを訪れ，賭葉標本鑑定の依頼のために植物園を訪ねた時には，当時の責

任者の Mr.HENTYがゆ っくりと案内して下さったので，自分の頭の中に残ってい

るのはその当時の画である。しかし，当時に比べると，都市では格段と治安が悪くな

っているので，人の足音が傍にくるだけでも一瞬緊張してしまうので， もう樹の下で

花の香りを嘆ぎながらうとうとなどということは不可能のようである。ここでは熱帯

の樹木および草花などの展示とともに洋蘭の栽培が行われており，開花の時期に訪ね

るとさぞ、かし美事なことだろう。

〔参考文献 1) Dept. of For.， PNG・Facts& Figures， 1984 Edition， pp. 31 (1984) 

2) F.P.R.C.， PNG : Annual Report， pp. 22 (1986) 3) 科学技術庁研究調整局未利用樹

種の利用技術に関する総合研究報告筈， pp. 238 (1987) 4) 熱帯産造林木研究班 ・熱需産造

林木の材質第 2報 ノマプア ・ニューギニア産カメレ レ，林試研報 No.347 (1987) 5) 全日

本検数協会資料(未発表)
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